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☆朝早くから受付も賑わいます☆
　開催時間前から受付で画用紙を受け
取るための長い列ができていました。
画用紙を配布する役員も大忙しでした
が、嬉しそうな子どもたちの笑顔に癒
されました。参加者は画用紙を受け取
り場所を選び、描くものを決めたらすご
い集中力で一気に描き上げていました。

「できた〜！」　上手に描けたね

「何色にしようかな？？？」

☆参加者の保護者にお話を聞きました☆
　家族６人全員、毎年ファミリー写生大会に参加しています。私自身
が小学生の頃に毎年参加していて、とても楽しかった思い出がありま
した。その頃ぺんてる賞をいただき、自信につながったことを覚えて
います。子どもたちにもぜひ同じ体験をしてほしいと、親子二代で
参加するようになりました。子どもの一人が初めて参加した際に賞を
いただき、それが兄妹の間で絵を描く意欲に火をつけ、その後それ
ぞれがファミリー写生大会で賞をいただきました。外に出て絵を描く
ことはとても楽しく気持ちもいいので、これからも参加していきます。

　６月15日（金）午後１時より横浜文化体育館において
市内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の各代
表および関係者630名の出席のもと、平成30年度横浜
市ＰＴＡ連絡協議会大会式および総会が開催されました。
 大会式 
　開会のことば、国歌、市歌斉唱に続き、横浜市ＰＴＡ
連絡協議会海上会長から挨拶がありました。来賓からは、
横浜市教育委員会鯉渕教育長、横浜市立高等学校校長会
会長長田校長より祝辞をいただきました。来賓紹介、横
浜市林市長の祝電披露の後、優良ＰＴＡ・広報紙コンクー
ル受賞の各団体の表彰、横浜市立小学校図画工作教育研
究会、平成29年度市Ｐ連理事・常置委員への感謝状贈
呈が行われました。
 総　会 
　開会のことば、資格確認に続き、議長団が選出され、
予定の議案は審議後すべて承認され、新役員・会計監査
の紹介、退任役員の挨拶に続きＰＴＡの歌を斉唱し閉会
しました。
 議　事 
　平成29年度：事業報告、会計決算・監査報告、補償
制度維持費決算報告・監査報告
　平成30年度：理事（案）、役員および会計監査（案）、
スローガン（案）・活動方針（案）、事業計画（案）・予
算（案）、補償制度維持費予算（案）

平成30年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会
大会式および総会　開催

２・３面　特集記事

一歩先の未来へつなげる架け橋

横浜市立日野中央高等特別支援学校
３面コラム　ここに母校あり

☆横浜市立小学校図画工作教育研究会
会長　江口和良先生（美しが丘西小学
校校長）に伺いました☆

　子どもは思いも
よらない視点で描
きたいものを見つ
ける感性をもって
います。描いたば
かりの絵を見なが
ら子どもと話をす
るのは大変楽し
く、毎年講評する
のを楽しみにして
います。

　35回目となる今年の写生大会は、初めて山下公園から新横浜公園に場所を移して開催さ
れました。当日は初夏を思わせるような晴天の中、友だち同士やご家族など、たくさんの皆
さんが参加してくださいました。参加者はそれぞれの感性で思い思いに描いていました。た
くさんの笑顔と歓声が溢れる一日になりました。

横浜市ＰＴＡ連絡協議会主催　平成30年４月22日（日）９時30分〜14時

第35回　よこはまファミリー写生大会
～新横浜公園～

第35回　よこはまファミリー写生大会
～新横浜公園～

〜ごあいさつ〜

横浜市ＰＴＡ連絡協議会
会長　海上　良太

　横浜市立学校のＰＴＡのみなさまにおかれ
ましては、日頃より横浜市ＰＴＡ連絡協議会
の活動にご協力をいただきましてありがとう
ございます。
　今年度も「おとなも育とう、こどもと共に
〜ＰＴＡで築く信頼・規範・ネットワーク〜」
のスローガンのもとに活動、事業を行ってま
いります。
　近頃、ＰＴＡの存在意義が大きく問われて
います。様々な議論がなされている中、大切
になるのが、一人でも多くのみなさまに参加
していただける「体制づくり」や「活動の充
実」を実現することです。　
　横浜市ＰＴＡ連絡協議会では、みなさまが
無理なく楽しくＰＴＡ活動を行うための情報
を随時発信してまいります。今年度も横浜市
ＰＴＡ連絡協議会の活動にご協力をお願いい
たします。

【前列左から】
副会長：七海　雷児（神奈川区三ツ沢小学校）
副会長：荒巻　正則（港北区樽町中学校）
会　長：海上　良太（南区南中学校）
副会長：樋口眞砂子（高等学校部会
　　　　　　　　　　� 金沢高等学校）

平成30年度　横浜市ＰＴＡ連絡協議会　役員・会計監査
スローガン：おとなも育とう、こどもと共に～ＰＴＡで築く信頼・規範・ネットワーク～

【後列左から】
書記：秋好　直樹（泉区泉が丘中学校）
書記：村田　広美（瀬谷区瀬谷中学校）
会計：菅野　陽子（鶴見区市場中学校）
会計：橋本　静江（特別支援学校部会
　　　　　　　　　港南台ひの特別支援学校）
書記：青木　潤　 （緑区十日市場中学校）

会計監査：小河　正隆（磯子区森中学校）
会計監査：上田　伸彦（特別支援学校部会中村特別支援学校副校長）

副会長：梅田比奈子
　（小学校長会
　 瀬ケ崎小学校校長）

副会長：金澤　眞澄
　（中学校長会
　 横浜吉田中学校校長）

　横浜市健康福祉センターにて入賞者の表彰式が
行われました。壇上から名前を呼ばれ「はい！」
と元気よく返事をし素晴らしい笑顔で賞状を受け
取っていました。入賞作品は横浜市民ギャラリー
に展示され、力作揃いの素晴らしい絵であふれて
いました。
　横浜市ＰＴＡ連絡協議会ＨＰにて受賞作品の掲
載を行います。  →http://pta-yokohama.info/

日時：平成30年６月10日（日）14時〜
場所：横浜市健康福祉センター　４Ｆホール

☆横浜市長賞☆

小学校 ６年
清水　すみれ

東品濃小学校 ４年
奥　蒼生

北山田小学校 ２年
小山　澄都

第35回よこはまファミリー写生大会　表彰式

☆参加者の保護者にお話を 
　聞きました☆
　初めは別の場所で描いていましたが、
暑かったので日陰に移動しました。親は
授業参観で見ているかもしれませんが、
私は祖父なので、こうやって孫が絵を描
いている姿が見られる機会は嬉しいです。

☆図工委員の先生方の講評☆
　皆さんの描いた絵は横浜市立小学
校図画工作教育研究会の先生方が受
け取り講評してくださいました。
幸せが伝わってくる絵だね！
空の青を一色ではなく何色も使って工夫したね。
絵を描くのが好きだとすごく伝わってきたよ。



Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま 第１６２号（２）（３）　平成30年７月１日（日）

　小林校長先生「普段、本を手に取っていない男子生
徒がたくさん来る図
書室を目指しまし
た。科学図鑑、しか
け絵本、そ
して最近の
話題の本な
ど様々な分
野の本を揃
えています。

昼休みには５０〜６０人の生徒が集まります。ラ
グやソファーでもリラックスして、思い思い
に本を手に取り楽しんでいます。」

＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　矢向小学校の昇降口には、とても
魅力的なデザインをした『テトラ
パック回収箱』が設置されています。
以前は『回収箱』と書かれただけの
段ボールを用意していたそうです
が、この回収箱を設置することでテ
トラパックが以前より多く集まるよ
うになったそうです。

　ＰＴＡ活動は大変なので、少しでも仕事を減らしたいと考える人も少なくないと
思います。けれども、このテトラパック回収箱作成のように、一見大変な作業であっ
ても、ひと手間加える工夫をすることにより、結果としてＰＴＡ活動を活性化させ
たり、運営効率を上げたりすることもあります。ＰＴＡ活動の効率化とは、仕事を
簡略化することばかりではないのではないかと考えさせられました。
　また、ＰＴＡがベルマーク運動を通して、地域と学校を結びつけるための重要な
役割を担っていることもあらためて確認することができました。学校のために、子
どもたちのために…と思って参加しているＰＴＡ活動も、巡り巡って、地域のメン
バーである自分のためにもなっている、ということもあるのではないでしょうか。

　改造は図書室だけではありませんでした。同時
期に特別支援室も素敵な居場所へとリニューア
ル。そこには明るい笑顔で過ごす子どもたちの姿
が見受けられました。中学生という多感な時期に

素敵な本との出会いの場を作る。教室に行け
ない子どもたちが居心地よく安心して過ごせ
る居場所づく
りをする。図
書室や特別支
援室の大改造
の理念は、す
べては子ども
たちの居場所

づくりのため。ＰＴＡをはじめとする子どもを見守る
立場の大人が一丸となり、周年記念事業という機会を
とらえて行った活動。「こんな形で子どもへの思いを
伝え、未来へつなげることができるのだ」と皆さんの
決断力、協力、行動力に驚き、感動しました。

　久野前ＰＴＡ会長「大
改造が決まった時点で、
前校長先生が児童文学評
論家の赤木かん子さんに
プロデュースを依頼。赤
木さんによる本の選別を
実施しました。事前に作
業にあたる方々を対象に
勉強会も行いました。本
についての知識が得ら
れ、親子でコミュニケー
ションを取るよいきっか
けにもなりました。」

　地域、保護者、教職員、子ども
たちが一つのことに取り組める貴
重な機会。学年ごとに作業が分か
れており、上級生が下級生の面倒
をみたり、下級生が上級生を応援
するなど、校内の縦のつながりも
生まれています。

　旭区の万騎が原小学校と南本宿小学校では、地域の方々と共に教育水田活動を行っています。
　子どもたちに稲作を通じて命の大切さを知ってもらおうと始まったこの活動は、今年で３２年目。
特徴的なのは、４月上旬のもみ種選別作業から始まって、もみまき、田起こし、田植え、そして１０
月の稲刈りまで、すべての工程を子どもたちが機械を使わず手作業で行うこと。ここまで本格的な
水田活動は、かなり珍しいとのことです。
　「３本の指でつまんで、種が重ならないようにまくんだよ」——水田指導員の鈴木一松さんのてい
ねいな指導に、子どもたちは元気にうなずきます。４月１０日に行われた「もみまき」では、両校の
２年生約１３０人が参加。初夏を思わせる陽射しの中、子どもたちは初めてさわる「もみ種」を小さ
な手で受け取り、真剣なまなざしで畑にまきました。これから約半年間、学年ごとに作業を分担し
て育てるお米。最後はお餅にして地域の方や保護者と一緒にいただきます。

　久野前ＰＴＡ会長「皆さんの声か
けで、学校の先生方をはじめ、ＰＴ
Ａの保護者の方、おやじの会、地域
のボランティアなど、４０〜５０人の
方々が作業に関わってくださいまし
た。その方々で行ったＧＷ中という
限られた時間内での作業が大変でし
た。本棚に白色ペンキを何重にも塗
り重ね、ＰＴＡ保護者で分類表示を
作成し、手分けしてたくさんの古い
本の撤去もしました。」

　周年記念事業と言えば、お祝い行事を思い浮かべる人が多い
のではないでしょうか。今回は「こんな形もあるのか…」と興
味をもち、中川西中学校を取材しました。

　ベルマークは児童の家庭から回
収されるものがほとんどですが、
学区内のコンビニエンスストアや
地区センターなど合計１５か所にベ
ルマーク回収箱を設置し、地域の
皆様にも協力をしていただいてい
ます。また、職員室にも回収箱を

設置しており、先生方もベルマーク運動に積極的です。
　回収されたベルマークの使い道については、校長先生と相談してカタログから購
入品を決定します。毎年児童たちが必要とするものを購入していますが、一昨年の

学校側のリクエストは、正門前に設置する壁掛け時
計で、２８６‚ ２００点必要でした。とても１年では集ま
らない点数でしたが、目標点数まであと何点のベル
マークが必要かということを、『ベルマークだより』
を通じて呼びかけることにより、２年間で目標を達
成することができました。
　『ベルマークだより』は、学校・児童に配付され
るだけでなく、『地域号』も発行して地域の皆様へ
回覧しています。これは、地域へのベルマーク協力
の呼びかけだけでなく、購入品の報告やお礼の気持
ちを伝えることにも一役買っています。
　また、集めたベルマークは備品として児童に還元
されるだけではありません。
　２０１４年にはベルマーク３万点で応募できる『オー
サービジット』というシステムを使って、宇宙飛行
士の山崎直子さんに講演をしていただいたそうで
す。矢向小学校がホタルの育成に力をいれているこ
とを活用し、この時のキャッチコピーは、『ホタル

地域・学校・ＰＴＡの連携を大切に

ここに母校あり〜未来に羽ばたけ〜

横浜市立
日野中央高等
特別支援学校

地域との深いつながり 教育水田活動　万騎が原小学校・南本宿小学校（旭区）

周年記念事業で図書室大改造　中川西中学校（都筑区）

みんなが楽しめるベルマーク運動を！　矢向小学校（鶴見区）

ウェブベルマークで被災地の学校と自校を元気に！　平沼小学校（西区）

　横浜市立日野中央高等特別支援学校（港南
区）は、知的障がいが軽い生徒の後期中等教
育を充実させ、企業就労による社会的自立を
目的とした職業教育を行う高等部のみの特別
支援学校として昭和56年に開設されました。
　キャリア教育の視点を中心として教育課程
を見直し、卒業後の生活を豊かに送ることが
できる生徒、豊かな人間関係を築きつつ長く
働き続ける事ができる生徒を育てようとして
います。
　ＰＴＡは、本部を中心に学年成人・広報・
進路対策と三つの委員会を有し、学校の取組
を支援しつつ、会員同士のつながりを深めよ
うと努力しています。
　ＰＴＡ活動を行うにあたり、毎年スローガ
ン（平成29年度は「元気なあいさつ、気持ち
のつながり‼」）を掲げ、「子どもたちの楽し
い学校生活や健全な自立を願い、教職員・保
護者が連携し、共に活動していく」「保護者
が互いに思いやり、諸活動を分担し合い、共
に歩む姿勢でのぞむ」の二つを活動目標とし
ています。
　基本活動は「学校行事への積極的な協力と
参加」「神奈川県特別支援学校知的障害教育
校ＰＴＡ連合会・横浜市ＰＴＡ連絡協議会特
別支援学校部会等、外部機関諸団体での活動」
「会員間の自主的活動の支援等」の三つです。
　次に各委員会の活動を紹介します。学年成
人委員会は、自立を目指す子どもたちのサ
ポートができるように保護者同士のネット
ワーク作りのお手伝いとして、学年ごとの懇
親会や講演会等を行っています。広報委員会
は、学校生活での生徒の生き生きとした姿を
お届けできるよう、広報誌を年２回発行して
います。進路対策委員会は、進路専任の先生
方と共に、子どもたちのより良い進路選択や
研修会・企業や福祉施設見学会等の活動を
行っています。
　また、毎年９月に開催される「こうよう祭
バザー」にも参加しています。平成29年度は、
本部はフランクフルトの販売、学年成人委員
会は豚汁の販売、広報委員会はコロッケ等の
揚げ物・おにぎりの販売、進路対策委員会は
ダーツ・輪投げのゲームを行いました。その
他、一般の保護者の方には「こうよう祭サポー
ター」として会場設営等のお手伝いをしてい
ただきました。
　委員会の皆様をはじめ、大変ながらも一生
懸命、楽しく協力し合い頑張って活動してい
ます。

　子どもたちはこの活動を通し
て、多くの方たちに支えられてい
ることの感謝や命の尊さを感じて
います。その一つのあらわれとし
て当校の給食の残食率はきわめて
低く、命の恵みをいただくことを
肌で体験した子どもたちが育って
います。

◎万騎が原小学校・金子祐治校長

◎南本宿小学校・石川英雄校長

　２０１６年度、ウェブベルマーク協会学校指定繰り入れ点数全国ベスト１０に入ってい
る、平沼小学校にお話を伺いました。平沼小学校は、ベルマーク・ウェブベルマー
ク累積点数５００万点で表彰され、ベルマーク新聞にも掲載されています。

たり年間２回程度の参加で負担なく活動できるようにしました（自宅に持ち帰って
の活動も可能）。また、徹底して負担を軽減するために、ベルマークをきれいに切
り10枚ごとに貼り合わせる等の作業をやめて、そのままの状態で集計して送付する
ようにしたので、２０１８年度の活動人数は少数精鋭の１９人。活動頻度は月２回、分担
して年６回程度としています。　ウェブベルマークとは、協賛ショッピングサイトでの購入金額に応じて東日本大

震災の被災地の学校や自校への支援金が得られるインターネットの新しいベルマー
クです。平沼小学校では２０１６年度から本格的に取り入れ活用しています。学校全体
や地域に浸透するまでにはまだまだ課題を残すものの、これからのベルマーク運動
を支える大きな柱として、今後さらに会員に周知し広げていきたいと考え、新年度
始まってすぐの学級懇談会でも説明しています。また「ベルマーク通信」として広
報紙にカラーで掲載し、より多くの方に見てもらうよう工夫をしています。

　中心となって活動しているのは、２０１６年度に発足した「ベルマーク委員会」です。
きっかけは、ベルマーク活動を「誰もが無理なく参加できる活動」とし、ＰＴＡ全
体で盛り上げていこうという方針のもと、活動主体を学年学級委員会から本部の事
業として独立させボランティアを募集したことでした。その後、従事者がより主体
的に取り組めるよう、ベルマーク委員会として活動するようになりました。２０１７年
度の活動人数はボランティアを含め７０名程で活動頻度は月２回。分担して、１人当

　また、各教室の他に、町内会や地域のコンビニエンスストア、スーパーマーケッ
トにもベルマーク回収箱を設置し、地域ぐるみで連携して収集しています。点数と
引き換えに各教室の扇風機やタグラグビーのユニフォームと交換した実績がありま
すが、近年では児童用防災備蓄品と交換し災害への備えとしました。その他効率良
く点数を増やす工夫として、テトラパック専用の回収箱を設置しています。ベルマー
クは１点につき１円なのに対し、アルミ付き紙容器40点/kg、アルミ無し紙容器２０
点/kgで換算されます。重量が関係してきますので、テトラマークを切り取る必要
はなく、一部の牛乳パック等に付いている注ぎ口もそのままです。テトラパックは
大きな点数となります。

広報紙の一部を割きベルマーク運動を
分かりやすく載せた「ベルマーク通信」

ベルマーク委員
集計の様子

＊『オーサービジット』とは
　子どもたちに人気の本の作者（オーサー）が、各地の学校
を訪ねて楽しい特別授業をする読書推進事業（朝日新聞社主
催）で、ベルマーク貯金が３万点あれば応募することができ
ます。色紙が応募用紙で、決められた数人の作者から１人を
選び、その方に向けて色紙を作成。それを作者本人が選定し
て訪問先が決定します。当選すると、ベルマーク３万点を支
払うことになりますが、２５‚ ０００円分の本が還元される仕組み
になっています。 応募した色紙

6 月の田植え作業の様子

今から秋の収穫が楽しみです！

子どもたちに手ぶりをまじえて
「もみまき」の説明をする鈴木さん

地域の方の思いが広がって
　この活動は地元の鈴木一松さんからの働きかけで
始まりました。「子どもたちに食の大切さ、命の尊
さを知ってもらおう」との思いが広がり、両校のＰ
ＴＡは水田委員会、ボランティアという形で協力。
３年ほど前からは地域の方を中心とした水田サポー
ターも発足し、地域との深いつながりがこの活動を
支えています。

------大変だったことは？

------本の選別は？

すべては子どもたちの居場所のために

学校の図書室のイメージを覆す素敵な空間

３次元立体しかけ絵本

------目指した図書室は？

図書室でお出迎え
してくれる
カエルくん

一歩先の未来へつなげる
� 架け橋

ＰＴＡは地域と学校を結ぶ〝架け橋〟のような存在です。
子供たちの未来を見据え、地域とともに新しい取組を進
めるＰＴＡの活動を紹介します。

＜取材を終えて…＞
　平沼小学校では、ベルマークについ
て本当によく調べられていて様々な工
夫がなされていました。また、子ども
たちのために皆で協力しようとする、
ＰＴＡをはじめ地域の方々の熱い想い
を感じました。これからもベルマーク・
ウェブベルマーク運動が、地域と学校、
そして被災地の学校ともつながり合い
支え合う力となっていくことを強く願
います。

URL：http://www.webbellmark.jp

詳しい内容は
こちら！

初
め
て
だ
け
ど
、
う

ま
く
ま
け
た
よ
！
　

ど
ん
な
芽
が
出
る
の

か
な
、
楽
し
み
！

子どもたちが帰ったあ
とも水やり、土かぶせ
などの仕上げ作業。地
域の方や保護者の皆さ
んも一緒になってお米
を育てます。

アイディア次第で…

テトラパック回収箱

　２０１４年に、５０年かけて集めたベルマークの累計が１０００万点の大台を突破したとい
う記録を持つ、矢向小学校。ベルマークの回収・集計作業を行っている学年学級委
員の皆さんに、その活動についてお話を伺いました。

を宇宙につれてって』。講演当日は、ホタル育成に携わる地域の方々にも参加して
いただいたそうです。
　『ベルマーク運動』を通して、地域・学校・ＰＴＡが一つになるきっかけを作って
いることを感じられる話を伺うことができました。

回収・集計活動

　お礼・お知らせ、
オーサービジット

回収作業
ベルマーク

備品、
　オーサー
　　　ビジット

PTA

地域 学校

数少ない横浜市立の
『高等部のみ』の特別支援学校
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◉
東
山
田
中
学
校
（
都
筑
区
）

　
「
光
の
か
け
ら
」

　

表
紙
か
ら
テ
ー
マ
に
切
り
込
ん
だ
作

り
は
時
事
性
に
富
み
、
ま
さ
に
学
校
や

生
徒
た
ち
を
取
り
巻
く
リ
ア
ル
を
伝
え

て
見
事
。
一
般
的
な
「
ア
ル
バ
ム
風
」

「
こ
の
時
期
は
こ
の
特
集
」
を
刷
新
し

た
英
断
は
広
報
紙
の
あ
り
方
に
一
石
を

投
じ
た
。
写
真
や
デ
ザ
イ
ン
で
も
魅
せ

全
体
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
は
一

頭
地
を
抜
く
。

◉
立
野
小
学
校
（
中
区
）

　
「
つ
な
ご
う　
た
て
の
っ
子
の
わ　
た
て
の
」

　

特
集
記
事
に
関
連
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
写
真
を
表
紙
に
配
し
、
目
を
引
く

学
校
を
い
く
つ
か
散
見
し
た
中
で
、
保

護
者
の
作
品
を
使
用
し
た
、
や
さ
し
く

温
か
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
ら
れ
る
表

紙
。
特
に
１
８
５
号
は
、
立
野
小
の
目

の
前
に
あ
る
商
店
街
か
ら
の
風
景
が
描

か
れ
て
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
こ

だ
わ
り
と
熱
意
を
感
じ
た
。

会　
長　
賞

◉
西
寺
尾
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
に
し
て
ら
お
」

　

写
真
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
あ

り
、楽
し
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
た
っ
ぷ
り
。

「
西
寺
尾
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
は
地
域

を
掘
り
下
げ
た
秀
作
で
、「
農
業
の
魅

力
」
は
人
物
を
発
掘
し
た
視
点
が
ユ

ニ
ー
ク
。
担
当
者
が
楽
し
み
な
が
ら

作
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

◉
白
幡
小
学
校
（
神
奈
川
区
）

　
「
広
報
し
ら
は
た
」

　

表
紙
の
写
真
の
発
想
が
面
白
く
、
号

ご
と
に
作
風
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
意

外
性
が
あ
り
飛
び
つ
き
や
す
い
。
運
動

会
特
集
号
の
裏
表
紙
も
運
動
会
の
光
と

影
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。
卒
業
特
集
号

は
児
童
の
絵
を
多
用
し
て
生
き
生
き
と

し
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
が
見

え
る
よ
う
だ
。

◉
藤
塚
小
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
み
ち
し
る
べ
」

　
「
朝
ボ
ラ
」「
花
ボ
ラ
」「
図
書
ボ
ラ
」

の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
焦
点
を
当

て
、
学
校
、
児
童
た
ち
が
い
か
に
地
域

の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
が
分
か

る
秀
作
。
印
刷
を
地
域
福
祉
施
設
に
依

頼
す
る
試
み
は
問
題
意
識
を
浮
き
彫
り

に
し
、
印
刷
工
程
も
興
味
深
か
っ
た
。

◉
つ
づ
き
の
丘
小
学
校
（
都
筑
区
）

　４月17日、横浜市開港記念会館
にて午前と午後の２回に分けて開
催され、総勢560名の新任役員が
集いました。
　研修第１部は、学校支援・地域
連携課世古首席指導主事より「家
庭・地域・学校のよりよい連携・
協働をめざして」との題目で、横
浜の概況やこれからのあり方、具体的な取組などの
話がありました。
　第２部では横浜市ＰＴＡ組織の基本と任意性、情
報の入手方法や個人情報保護法など、役員が知って
おくべき知識について説明がありました。
　そして第３部はＰＴＡ役員経験者による事例紹介
でした。それぞれのＰＴＡへの思
いや役員になったきっかけ、学校
での取組など、ユーモアを交えた
お話に、緊張気味だった参加者の
肩の力も抜けたようでした。

《事例紹介》（発表順）
西寺尾小学校　白石洋子会長
　　　「ＰＴＡ活動は　た♪か☆ら↑」
日吉台西中学校　倉上紀子会長
　　　「『子どもたちのために』というけれど」
横浜サイエンスフロンティア高等学校・附属中学校
　角谷弘樹前会長
　　　「高校のＰＴＡってどうなのよ？」
中村特別支援学校　生方孝子前会長・佐藤恵会長
　　　「中村特別支援学校の紹介」
城郷小学校　古川典明会長
　　　「ＰＴＡは親子の成長の場!!」
洋光台第二中学校　大長卓也前会長
　　　「みんな最初は一年生」�

国際社会で活躍できる人材を育成するため、全国から中学生を選抜し、国際交流を含めた研修を開催しています。今回は、平成30年３月27日（火）〜
31日（土）に沖縄県渡嘉敷島にて行われ、横浜市からは２名が参加しました。

　
「
つ
づ
き
の
風
」

　

表
紙
は
子
ど
も
の
表
情
が
生
き
生
き

と
し
て
い
る
。
見
出
し
に
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
。内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

家
庭
で
子
ど
も
が
保
護
者
と
一
緒
に
読

め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
間
違

い
探
し
も
毎
号
ご
と
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
楽
し
め
た
。

◉
平
戸
小
学
校
（
戸
塚
区
）

　
「
な
し
の
実
」

　

広
報
紙
名
か
ら
の
由
来
か
優
し
い
色

使
い
が
特
徴
的
。
地
域
の
き
ず
な
を
深

め
る「
平
戸
の
公
園
博
士
度
チ
ェ
ッ
ク
」

は
い
い
企
画
。
危
険
箇
所
も
表
示
さ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
は
地
域
全
体
で
見
守

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
た
。
似
顔
絵
も
楽
し
か
っ
た
。

◉
中
田
小
学
校
（
泉
区
）

　
「
な
か
だ
」

　

子
ど
も
た
ち
や
先
生
の
表
情
が
豊
か

で
と
て
も
楽
し
そ
う
な
学
校
だ
。「
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
た
校
長
先
生
の
あ
る
一

日
」
は
、
朝
礼
の
時
な
ど
に
し
か
あ
ま

り
お
見
か
け
し
な
い
校
長
先
生
の
一
日

の
仕
事
が
ま
さ
に
の
ぞ
き
見
る
こ
と
が

で
き
、
い
い
特
集
だ
っ
た
。

◉
西
谷
中
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
西
谷
中
」

　

表
紙
の
写
真
が
素
晴
ら
し
い
。
中
で

も
第
１
期
卒
業
生
ら
を
モ
デ
ル
に
学
ラ

ン
を
着
て
い
た
だ
い
た「
よ
ぅ
後
輩
！
」

は
遊
び
心
に
あ
ふ
れ
イ
ン
パ
ク
ト
も
大

き
い
。「
西
谷
中
い
い
ね
！
」
な
ど
特

集
は
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
多
層
的
な
つ

く
り
。「
君
へ
贈
る
言
葉
」
も
嬉
し
い
。

◉
岩
崎
中
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

　
「
い
わ
さ
き
」

　
「
高
校
受
験
!!
進
路
っ
て
？
」
は
生

徒
、
保
護
者
と
も
ま
さ
に
読
み
た
い
内

容
を
丁
寧
に
書
き
込
ん
で
い
る
。「
み

ん
な
の
気
持
ち
!!
」
も
い
い
企
画
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
等
身
大
の
生
徒
、
保
護
者

の
姿
、
気
持
ち
が
見
え
て
く
る
。
読
み

応
え
の
あ
る
一
冊
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

◉
汐
見
台
中
学
校
（
磯
子
区
）

　
「
汐
風
」

　
「
題
字
リ
レ
ー
」
は
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
で
、
先
生
の
個
性
が
生
き
て
い
て
面

白
い
。
確
か
に
先
生
た
ち
は
「
次
か
次

か
」
と
ひ
や
ひ
や
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
表
紙
は
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
て
見

応
え
が
あ
る
。「
生
き
物
図
鑑
」
も
生

徒
た
ち
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

◉
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高

等
学
校
・
附
属
中
学
校
（
高
校
）

　
「
Ｙ
Ｓ
Ｆ—

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　
「
サ
イ
エ
ン
ス
生
」
と
い
う
の
で
す

ね
。
理
数
系
の
専
門
性
を
生
か
し
た
興

味
深
い
内
容
の
中
に
さ
り
げ
な
い
ユ
ー

モ
ア
が
光
り
好
感
度
が
高
い
。
附
属
中

学
校
の
開
校
で
記
事
の
焦
点
に
広
が
り

が
あ
る
。
中
学
・
高
校
生
の
交
流
な
ど

今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

◉
港
南
台
ひ
の
特
別
支
援
学
校
（
特
別

支
援
）

　
「
み
ど
り
の
風
」

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
先
生
、
保
護

者
、
関
係
者
ら
の
和
や
か
な
表
情
が
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
物
語
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
愛
し
た
学
校
で
あ
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
、
巣
立
ち
の
言
葉
も
贈

る
言
葉
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
一
生

の
記
念
に
な
る
宝
物
の
一
冊
だ
。

奨　
励　
賞

◉
平
沼
小
学
校
（
西
区
）

◉
瀬
戸
ケ
谷
小
学
校
（
保
土
ケ
谷
区
）

◉
希
望
ケ
丘
小
学
校
（
旭
区
）

◉
城
郷
小
学
校
（
港
北
区
）

◉
長
津
田
小
学
校
（
緑
区
）

◉
浜
中
学
校
（
磯
子
区
）

◉
六
浦
中
学
校
（
金
沢
区
）

◉
市
ケ
尾
中
学
校
（
青
葉
区
）

◉
茅
ケ
崎
中
学
校
（
都
筑
区
）

◉
桜
丘
高
等
学
校
（
高
校
）

菅
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

神
奈
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
神
奈
川
区
）

都
筑
小
学
校
保
護
者
と
教
職
員
の
会

荏
田
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
都
築
区
）

緑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

緑
が
丘
中
学
校
保
護
者
と
教
職
員
の
会

（
緑
区
）

不
動
丸
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

都
岡
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
旭
区
）

鴨
志
田
緑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

田
奈
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

青
葉
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
青
葉
区
）

篠
原
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

城
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

北
綱
島
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ （

港
北
区
）

鶴
見
区

事
業
　
本
田
　
展
子
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ら
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国
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平成30年度　新任役員研修会

日本ＰＴＡ全国協議会主催 国内研修in渡嘉敷島

〜ＰＴＡは期間限定！　
明るく・楽しく・負担無く〜
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長
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・
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励
賞

私が渡嘉敷島で学んだこと� 富岡東中学校　星野　航

　私が海に行ったのは２日目の野外炊事が終わった後でした。初

めて見た時、あまりにキレイでびっくりしました。海の底まで見

え、砂浜は白く、横浜では見られない景色が広がっていました。

　その後、海で泳ぎました。海の中にはテレビでしか見たことの

ない景色が広がっていました。しかし、よく見るとその中には白

くなったサンゴや折れたサンゴなどが大量にありました。なぜこ

のようになっているのかと私は疑問に思いました。

　その日の夜に地元の中学生との交流会があり、そこで海の中が

なぜこのようになっているのかを知ることができました。それは、

マナーの悪い観光客と地球温暖化のせいだそうです。観光客に対

しては島民の方が注意してくれているようですが、地球温暖化に

ついては私たちひとりひとりが意識を変えて、美しい景色を守っ

ていくことが必要だと感じました。

成長した五日間� 日吉台中学校　廣田　美伶

　渡嘉敷村の展望台から見た景色がとてもきれいで感動しまし

た。平和学習の中で、渡嘉敷島で多くの方が亡くなったことを聞

き、もう二度と戦争を起こしてはいけない。平和を願い、この美

しい景色を大切にしたいと思いました。

　ワークショップでは「琉舞」を体験し、島の方が優しく教えて

くれたおかげで、最後まで諦めずに取り組むことができました。

　私は自分に自信がなくて、今までは自分から進んで行動するこ

とが難しかったけれど、この研修の中で勇気を出して行動するこ

とができました。

　島の方の優しさを感じ、班での活動の中で、協力し合いメンバー

の良いところを見つけることができました。この研修を通して学

んだことを、これからの生活でも生かしていきたいと思います。
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